
　
毎
年
、夏
の
終
わ
り
の
野
外

コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
開
催
し
て
い

る「
和
太
鼓
サ
ウ
ン
ド
夢
の
森
２

０
０
５
」が
今
年
で
８
回
目
を

迎
え
、８
月
２７
日
に
甲
賀
市
鹿

深
夢
の
森
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。　
 

　
今
年
は
合
併
後
初
め
て
の「
和

太
鼓
サ
ウ
ン
ド
夢
の
森
」と
い
う

こ
と
で
市
内
は
も
と
よ
り
県
内

外
か
ら
２
０
０
０
人
を
超
え
る

観
客
が
訪
れ
、鹿
深
夢
の
森
が
いっ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。 

　
今
年
も
３
部
制
で
開
催
し
、

第
１
部
の
子
供
和
太
鼓
フェス
テ
ィ

バ
ル
で
は
地
元
の「
甲
賀
忍
玉
太

鼓
団
」の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
始

ま
り
、三
重
県
伊
賀
市
の「
青

山
子
供
太
鼓
」、和
歌
山
県
岩

出
町
の「
子
ど
も
和
太
鼓
集
団

　
和
響
」、そ
し
て「
子
ど
も
１

０
０
人
太
鼓
」と
元
気
い
っ
ぱ
い

の
演
奏
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
、特
別
出
演
と
し
て
甲

賀
市
水
口
の「
水
口
囃
子
ど
ん

と
ひ
ぶ
の
会
」の
皆
さ
ん
が
子
ど

も
１
０
０
人
太
鼓
に
出
演
し
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。　
　
 

　
第
２
部
の
大
人
の
部
で
は
大

阪
府
河
内
長
野
市
の「
和
太
鼓

　
響
」、三
重
県
伊
賀
市
の「
青

山
太
鼓
保
存
会
」、大
阪
府
能

勢
町
の「
能
勢
太
鼓
　
絆
」、三

重
県
鵜
殿
村
の「
熊
野
水
軍
太

鼓
」、和
歌
山
県
田
辺
市
の「
な

か
へ
ち
清
姫
太
鼓
」、そ
し
て

地
元
の「
小
佐
治
す
い
り
ょ
う

太
鼓
」の
６
チ
ー
ム
が
特
徴
あ

る
力
強
い
演
奏
を
披
露
し
ま

し
た
。 

　
第
３
部
は
ゲ
ス
ト
の「
倭
太

鼓
　
飛
龍
」と
迫
力
満
点
の「
１

０
０
人
太
鼓
」で
フ
ィ
ナ
ー
レ

を
飾
り
ま
し
た
。ゲ
ス
ト
の「
倭

太
鼓
　
飛
龍
」は
関
西
を
中

心
に
国
内
外
で
活
動
し
て
お
り
、

和
太
鼓
に
横
笛
・
津
軽
三
味

線
と
い
っ
た
日
本
を
代
表
す

る
伝
統
的
な
楽
器
を
加
え
約

１
時
間
に
わ
た
り
心
に
残
る

演
奏
を
会
場
に
響
か
せ
、客
席

か
ら
は
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

 
「
び
わ
湖
ヨ
シ
た
い
ま
つ
ま
つ
り
」は

県
内
８
会
場
で
同
時
に
開
催
さ
れ
、甲

賀
地
域
で
は
鹿
深
夢
の
森
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。長
さ
約
５
m
太
さ
約
２
m

の
巨
大
た
い
ま
つ
は
会
場
に
２
基
設
置

さ
れ
、午
後
８
時
に
一
斉
に
点
火
さ
れ

ま
し
た
。燃
え
上
が
っ
た
た
い
ま
つ
は
約

３０
分
間
夢
の
森
を
照
ら
し
続
け
て
い

ま
し
た
。 
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同
時
開
催
 
び
わ
湖
ま
つ
り 

２００５ 

　第1部の子どもの部（子ども和太鼓フェスティバル）の参加チームは
前日から宿泊し合同練習と交流会を行いました。 
　交流会では宮木教育長の激励の言葉の後、本番に向けて最後の練習
を行うとともに、交流会でお互い交流を深めました。第1部の最後に行っ
た子ども100人太鼓「夢童～ゆめわらべ～」は5月から月1回集まって
練習を行っており、和太鼓を通じたすばらしい交流につながりました。 

みんなで力を合わせて頑張った「子ども100人太鼓」 
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